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今月の聖句 
すると、二人の目が開け、イエスだと分かったが、その姿は 

見えなくなった。二人は「道で話しておられるとき、また聖 

書を説明してくださったとき、わたしたちの心は燃えたでは 

ないか」と語り合った。    ルカ福音書 ２４：３１－３２ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

会   長  飯田義雄 

直前会長  柏原佳子 

副 会 長  井上雅司  島田 恒  

書   記  堀江哲次  都筑省三    

会   計  羽太英樹 堤 清 

監   事  都筑省三 田舍庸男 

連絡主事  橋本 潤 

六甲部ＥＭＣ事業主査 福原吉孝 
                           

４月はＹＭＣＡサービス強調月間                             

                              桑野友子 

毎年２月水野総主事主催の六甲部８クラブの現・次期会長

との懇談会がもたれ、要望や意見の交換等、相互に理解・協

力を深める為のとてもよい機会になっています。地域にＹＭＣＡ

を持たない芦屋クラブがどのように神戸ＹＭＣＡと関わり、協働

しているのか、月を追って整理してみましょう。 

◇ＹＹフォーラムには毎年６名～８名が参加 （１月） 

◇芦屋独自の企画としてＹＭＣＡ留学生２０人程をポトラック

パーティーにご招待 (２月) 

◇タイワークキャンプへの協力金の拠出 （２月） 

◇留学生スピーチコンテストに協力金を拠出、参加 （３月） 

◇さくら祭りにリーダーがお手伝い参加 （４月） 

◇タイワークキャンパーの報告会を例会で行う （５月） 

◇チャリティランに毎年ランナーとして２～３チーム参加、クラブと

しての協力金の他に１０名前後の個人協力金。 

また、チヂミの店を出し、売上金を献金 （１１月） 

◇クリスマス祝会のニコニコ献金若しくはオークション売上金を

神戸ＹＭＣＡに献金 （１２月） 

その他、チャリティーワインの会、チャリティーゴルフ、午餐会等に

参加。また、国内外の災害に対して芦屋クラブ独自の募金活

動を行い、その義捐金をＹＭＣＡを通じて現地に送金。等々 

尚、芦屋クラブメンバー１８名の内ＹＭＣＡ維持会員は１６名

（８８．９％）、ワイズメンズクラブの理念や目的をクラブ員全員

が理解し、１００％になる様よく話し合いたいと思います。 
 
             ３月例会出席表         （敬称略） 

第１例会出席者 

メンバー  １４名 

ビジター   ４名   

ゲスト    1 名     

メネット    名 

合 計  １９名 

例会出席率 

出席者   １４名 

メイキャップ  ２名 

合  計  １６名 

在籍者   １８名 

出席率 ８８・９％ 

ＢＦ切手    （累計） 

60ｇ      （912ｇｍ）     

吉岡・町永（感謝です）      

ニコニコ     (累計) 

12,010円 （138,020円） 

主   題 
国際協会会長   「一つとなる力」 

Kevin Cummings   ”The Power of One” 
アジア地域会長   「夢見るアジア、愛するアシア」 

Chon Byung-Koo  ”Dreaming Asia, Loving Asia” 
西日本区理事     「すべてのいのちを大切に！」 
鈴 木 誠 也 ”Love & Care for All the Living Things” 
            －いのち・平和・環境― 
            －Ｌｉｆｅ, Peace, Environment－ 

六甲部部長      「希望の灯（ともしび）となろう」 
大 田 厚三郎   ”Be the Light of Hope”    

芦屋クラブ会長     「愚直に歩もう」 
飯 田 義 雄    ”Let’s Advance Day by Day” 

 

4 月第１例会プログラム 

と き： ２０１０年４月２１日(水) 1９：00～２１：00 

と こ ろ： ホテル竹園芦屋 ３階  

司 会： 島田 恒              （敬称略） 

受  付： 田舍庸男・井上雅司 

１． 開会点鐘            飯田義雄会長 

２． クラブソング斉唱 一同 

３． 聖書朗読 羽太英樹 

４． ゲスト・ビジター紹介 飯田義雄会長 

５． 食前感謝  加輪上敏彦 

６． 食事・歓談  一同 

７． メンバー’ｓスピーチ 福原吉孝 

     「ジェネリック医薬品」 
８． ニコニコ （いい事一言） ドライバー   

９． ＹＭＣＡニュース 橋本潤連絡主事 

10． 誕生祝い   飯田義雄会長 

      島田 恒・福原吉孝・吉岡浩一・田舍利子 

12． 議事・報告 

   1） 第２例会議事録承認 飯田義雄会長 

   2） 各事業委員報告  

13． ニコニコ献金報告 福原吉孝 （ファンド） 

14． 閉会点鐘 飯田義雄会長 
 

ＡＤＤＲＥＳＳ：  WATANABE, Toichirou, 2-5-26  NIGAWA-TAKAMARU,  TAKARAZUKA  

665-0063, JAPAN      

 ｈｔｔｐ；／／ｗｗｗ．ｋｏｂｅｙｍｃａ．ｏｒ．ｊｐ／ｙｓ／ａｓｈｉｙａ／     ＴＥＬ・ＦＡＸ： 

0798-53-6112 

 

 

 

“To acknow ledge  the d u ty  t ha t  accompan i es  every  r ig h t ”  

Ａｆｆ ｉ ｌ ｉ ａ ｔｅｄ  ｗｉｔｈ  ｔｈｅ  Iｎｔｅｒｎａｔ ｉｏｎａ ｌ  Assoc i a t i o n  ｏｆ  Y ’s  Ｍｅｎ ’ｓC ｌ ｕｂｓ  

 

 

 

Address ： Yoshio Iida 1-2-2 Moriminami-cho Higashinada-ku, Kobe 658-0011, JAPAN 

Mail ： hfyoshio1945@hotmail.co.jp   Phone ：  078-452-3973 

URL ： http://www.kobeymca.or.jp/ys/ashiya/  

 

ＴＨＥ Ｙ’Ｓ ＭＥＮ’Ｓ ＣＬＵＢ ＯＦ ＡＳＨＩＹＡ 
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３月第１例会報告 

日 時： ２０１０年３月１７日（水） 

場 所： ホテル竹園芦屋 ３階 

司 会： 桑野友子                  （敬称略） 

出席者： 飯田、上野、柏原、加輪上、桑野、島田、都筑、

堤、橋本、羽太、福原、堀江、吉岡、渡辺 

ビジタート： 大島孝三郎（中部部長・名古屋ブラザクラブ） 

      長谷川和宏（広報事業主任・名古屋東海クラブ） 

      鈴木誠也（西日本区理事・神戸ポートクラブ） 

ゲスト：  米良重徳（ゲストスピーカー） 
 
３月は遠来のゲスト・ビジターを迎えての第１例会となりました。 

７時定刻、ロビーでお待ちいただいたゲスト・ビシターを拍手で

迎え、飯田会長の開会点鐘で例会が始まりました。全員でワ

イズソング斉唱、羽太メンの聖書朗読、ゲスト・ビジター紹介、

そして柏原ウィメンの食前感謝、いよいよ食事です。 

サラダ・スープに続いてメインディシュはホテル竹園自慢のビーフ、

歓談をしながらのお食事は心も身体も豊かにしてくれます。 

さて、今日のゲストスピーカ

ーは岡山からお招きした米

良重徳氏。大学卒業後、

神戸ＹＭＣＡに入職、香港・

シンガポールと一貫してＹＭ

ＣＡの仕事を続けられた氏の

スピーチのテーマは「しあわせ

ライフ」です。優秀な高校時代の同窓生の大半は一流の大

学・一流の企業で競争の人生を送られたとか。どんな人生を

送るのが幸せなのかは人それぞれ価値観が違うので一概には

言えないが、５０分間のスピーチを聞いてＹＭＣＡと共に過ごし

た氏は本当に豊かな人生を送られていると感じました。 

続いてビシター紹介。

鈴木西日本区理事は

時々お顔を見せて下さ

いますが、今日は遠く

名古屋から大島中部

部長（名古屋プラザク

ラブ）と長谷川広報事

業主任（名古屋東海

クラブ）のお二方が参

加して下さいました。本来ならば事業主任または部長としてゆ

っくりとお話をしていただくべきところ、プログラムの決まった後での

ご参加表明だったため、十分な時間が取れず、準備されたお

話ではなく、ご自分の生い立ちなどを短い時間で面白く話され、

流石と感心しました。 

時間が押していたので、ＹＭＣＡニュース、誕生祝い、議事・報

告、ニコニコ献金報告と駆け足で進み、なんとか９時定刻に閉

会点鐘となりました。 

その後、９階のラウンジにて２次会となりましたが、私は歯痛の

ため欠席、皆様素敵な芦屋の夜を満喫されたことでしょう。 

尚、大島部長と長谷川主任は上野メンのお宅に泊まられ翌

日、上野メン・柏原ウィメンの案内で神戸のハーブ園や中華街

を楽しまれたとのことです。               桑野友子 

２００９年～２０１０年六甲部第２回評議会                  

３月２０日（土）神戸ＹＭＣＡで開催された。芦屋クラブより飯

田会長・上野・柏原・桑野・福原・堀江の６名が出席した。第

１部の評議会では下記３つの報告が印象に残った。 

①大田六甲部長が部全体報告で今後の思いとして、若い会

員のためクラブ会費の減額、ファンドの充実（芦屋：馬路村ゆ

ずファンド）、継続事務の底上げを言われた。②福原 EMC 事

業主査が活動中間報告でクラブでのＥＭＣ研修会と女性会

員がクラブで重要なこと（芦屋・宝塚）を述べられた。③飯田会

長がクラブ活動報告で平和、命を中心にハチドリのひとしづくの

思いで愚直に活動と報告された。安行次期六甲部長より次

年度部役員等（飯田地域奉仕主査、桑野芦屋クラブ会長）

の紹介と承認があった。  

第２部のＥＭＣ研修会では福原Ｅ

ＭＣ事業主査の司会により、クラブ

会長８名が出席者の前で代表して

意見交換をした。 

ＥＭＣはクラブ活動とつながると各会

長より、活動の柱を持つ（神戸）、

他者への貢献の満足感（芦屋）、

人をひきつけるテーマ（神戸西）、国

際ボランティア（ポート）、ＹＭＣＡリーダー・OG/OBとの交流（学

園都市）、例会開催場所の大切さ（宝塚）、リーダー感謝会・

広報は時間をかけて（さんだ）との意見があった。西宮は会員

の 1/2以上がＹＭＣＡ・OB とのことで、ＹＭＣＡにかかわっていた

人へもっとＥＭＣをという理解が得られたように思った。 

次に「ＥＭＣに求

められていること」

との熱のこもった

廣井ＥＭＣ事業

主任の講演のあ

と、第３部の懇親

会となった。 

     堀江哲次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折り鶴完成 

皆様のご協力で折り鶴が１０００羽まで出来上がりました。 

メネットの皆様には横浜国際大会のお手玉、平和ペンギン

に続きご協力いただき心から感謝いたしております。 

私は年のせいか眼も手先も衰え 

思うように進まず時間がかかりま 

したがいい思い出が出来ました。 

 「折り鶴みこしの」上を飾ること 

により、又折り鶴ランナー大野勉 

ワイズの快走に平和を願わずに 

はおられません。 

国際大会と西日本区大会の成 

功を心からお祈りいたします。 

            飯田ふみ子 

広島西日本区大会と横浜国際大会の 
アピールをする鈴木理事と理事キャビネット 
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さくら祭り芦屋ワイズの出店は繁盛 

「庭園都市芦屋」の春の芦屋川沿いの桜は近隣では名も知

れた名所である。 今年のさくらは平年よりかなり早い開花とな

り、当日の花の状態が心配されたが、数日にわたり少々寒い

日が続いたおかげで４月３日～４日の週末に合わせたように満

開！！ その上、二日間とも花見日和になり、川沿いの歩行

者天国は人、人、人・・・河川敶の舞台からは軽快な音楽が

流れて気分も満点とあって我出店によるファンド稼ぎにとって追

風となった。 芦屋ワイズのお店は例年通りの「チヂミ」と「綿菓

子」である。 特に「チヂミ」は数年前からのノウハウと腕前（？）

で、材料調達、器具類の手配もプロ並みで店の前には行列

が絶えず、最終日には閉店時間前に早々と完売となった。 

「綿菓子」では同業（？）ライバルが何軒かあったが、こちらも半

プロ腕前さんの奮闘で、用意したザラメ砂糖も無くなる有様で

あった。また絶えない可愛いお客さんのためフル運転を続けた

綿菓子発生器が一時故障するというハプニングもあったが、機

械修理の名人も揃っている芦屋ワイズである。今回も準備か

ら販売そして後片付けまで多くのメンバーの連携プレーでスムー

ズにとり進められ、みんな花見はそっちのけで動き回った。ちょっ

と疲労を感じながらも楽しい思いを分かち合えたのは感謝でし

た。 尚、チヂミの人参は熊本みなみワイズのご協力で阿蘇産

のおいしい人参を仕入れることが出来、また器材では鉄板を

神戸教会から、綿菓子器をみどり作業所からお借りできたこと

を合わせ感謝したい。                 羽太英樹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

芦屋さくら祭り奮戦記・・・ 

芦屋クラブにとって大きな行事であるさくら祭りの成果を報告し

たい。 

４月３日(土)、４日（日）の二日

間は、いい晴天に恵まれ、芦屋

川の美しい桜と大勢の花見客に

囲まれ、なんとも楽しい日であった。

今年は、あまり良くない場所で心

配されたが、昨年を凌駕する売

上であった。 例年のとおり、「ニラと人参のチヂミ」、「綿菓子」

を販売したのである。参加した芦屋クラブメンバーは、エプロンを

掛け、手慣れた様子でチヂミを焼き、綿菓子を販売したが、毎

年恒例となっており、芦屋さくら祭りの名物となっているのでは

ないか思われた。 「美味しいよ・・ニラと人参の健康チヂミ・・」

の掛け声とゴマ油の美味しい香りに誘われ次から次とお客様が

押し寄せ途切れることない行列ができた。 焼きあがったチヂミ

は、多少大きさに差があるのは素人の愛嬌でお許しを願うとし

て、お客様には、わざわざ探

して買いに来た方が大勢お

られ、２００円で安いし、しか

もとても美味しいので毎年

楽しみにしているというリピー

ターがありチヂミ、綿菓子販

売での立ち仕事の疲れも吹

っ飛ぶ気持ちであった。  

芦屋クラブの参加メンバーは、

プロのチヂミ屋さんではないかと思われる程の腕前を見せ、素

晴らしいコテ裁きでチヂミを焼きお客様には丁寧にいい笑顔で

対応していた方がほとんどであった。 チヂミは、美味しさとゴマ

の香りが大好評で、終了時間を待たずに完売となった。 

一方、綿菓子にもお母さんと一緒にかわいい子供達が並び、

子供達のとてもかわいい嬉しそうな笑顔によって忙しい綿菓子

売りが楽しめた。 途中、綿菓子の機械が動かなくなり綿菓子

販売を断念かと思われたが、なんとこの機械を見事に修理した

素晴らしく器用な方がおられた。 その方は堤メン、ハンダ付け

して見事に修繕されたのにはビックリであった。 素晴らしい技

術でリカバリー出来、無事に綿菓子が販売できたので報告し

ておきたい。 日曜日にはＹＭＣＡから来てくれた若い２名の女

性リーダーの熱心な掛け声、お手伝いが大きな成果に繋がっ

たことを感謝しておきたい。 それぞれ役割をこなしたていたが、

チヂミ焼きでは、エプロンをチヂミ粉で真っ白にし、綿菓子販売

では頭まで綿菓子で覆われ、長時間、熱心に集中していた。 

さらに、このチヂミと綿菓子の大成功の裏には、材料の人参が

熊本みなみクラブから友情の送付、ニラは買い出しで調達、材

料を柏原邸で裁断、鉄板、プロパンの借り受け、ゴマ油、チヂ

ミ粉、コテ等の備品準備、会場へ搬入と終了後のお掃除

等・・それぞれの役割を粛々と行った芦屋クラブの面々の協力

に感謝しておきたいと思う。              福原吉孝 

さくら祭りメモ 

売上（３・４日合計）    ３５２，３５０円   （敬称略） 
利益（ファンド会計へ）   １９１，２３１円 

準備参加者： 飯田会長、上野、柏原、桑野、堤、羽太 

         堀江、渡辺（ブルーミンメドー） 各メン 

飯田メネット、島田メネット 

当日参加者： 飯田会長、田舍、井上、上野、柏原、堤 

桑野、都筑、羽太、福原、堀江 各メン 

飯田メネット、島田メネット 

ＹＭＣＡリーダー： 五嶋侑子さん、松井由希さん 

           （２人ともタイワークキャンプ参加者です） 

◇大澤メンはみどり作業所出店、身体を壊されてる島田 

加輪上両メンも夕方お顔をみせ、ほゞ全員が参加。 

◇芦屋西教会、芦屋改革派教会には駐車をお願いした

上、両教会の牧師ご夫妻も来られて、差入れをいただ

いたり、お買い上げいただいたりしました。 

◇ワイズメンも鈴木理事初め多くの方が来て下さいました。 

◇大野メンは当日、チヂミで力をつけて、京都三条から草

津までのランに臨まれました。 

◇昨年に続いてＤＢＣ熊本みなみクラブより新鮮なニンジン 

 を送って頂きました。 
                 お疲れさまでした！！ 

途切れることなく並ぶお客様 

満開の芦屋川のさくら 
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３月第２例会議事録（抄） 
日  時： 2010 年３月２４日（水）19：00～21：00 

場  所： 市民センター ２１１会議室 

出席者： 井上、柏原、桑野、羽太、福原、吉岡、堀江、 

橋本連絡主事（８名）      （一部敬称略） 

報告・協議・確認事項 

◇芦屋さくら祭り： ４月３日・４日芦屋川堤防 

参加者、参加時間帯のリストを作成 

ニンジンはＤＢＣ熊本みなみクラブより送られる。 

４月２日柏原ウィメン宅にて飯田メネット・島田メネット（午

前中）、上野メン・羽太メン・堀江メン（午後）ニンジン切りを

行う。別途、桑野ウィメン・渡辺ウィメンもニンジンのカットを

行う。 

さくら祭り応援： タイワークキャンプﾟ参加者などに橋本連絡 

主事から依頼＝五嶋侑子さん、松井ゆきさんが参加 

◇横浜国際大会： ８月５日―８日 

現在の参加者： 飯田、上野、柏原、桑野、吉岡（５名） 

４月第１例会で飯田会長が国際大会の案内、日程、登

録費などの内容を説明 

◇西日本区大会： ６月１２日（１３日） 

現在の参加者： 飯田、井上、上野、柏原、桑野、福原、

羽太（ご夫妻）、吉岡、堀江メン（１０名）。 

クラブよりの参加者補助は\5,000-とする。 

◇２月度会計報告： 羽太メンより資料に基づき行われ承認 

◇「チリ災害支援募金」はクラブ会計から\10,000-を寄付する

＝送金済み（３/２９） 

◇その他： 

● クラブ会則（YMCA維持会員関連）が守られているか現状

につき問題提起があった 

● またクラブ年会費（羽太会計より現状報告）、クラブ副会

長の選任（未決定）の状況確認があった。 

                        書記 堀江哲次 

 

   理事通信 （抜粋） 
09-10西日本区理事 鈴木誠也 

（前略）例年より１か月早い国内送金へのご協力ありがとうござ

いました。おかげ様で、２月末の期限内に目標を超える金額を

国際協会へ送金することが出来ました。皆様のご協力に感謝

いたします。加えて、地域奉仕事業委員会の賛同を得て、緊

急災害支援として、ＣＳ基金からハイチとチリに合計１００万円

の募金を送り、さらに各部、各クラブからはＹＭＣＡを通じての

貢献の報告も受けております。（中略） 

今期も残すところ３か月となりました。６月の西日本区大会が

我々の集大成となります。理事テーマ「すべてのいのちを大切に

-いのち・平和・環境-」が、核兵器廃絶から世界の平和を作り

出す一助になればすばらしいことです。その成果は部長報告、

事業主任報告と表彰を待って期待したいところです。 

また、これからの３か月間は、会員増強の最後のチャンスです。

メンバー２０００名に向けてのＥＭＣ活動は一進一退が続いて

います。会員増強には増やす以上に、減らさない努力が大切

です。京都トゥービークラブが、新クラブの設立総会を５月２７日

に予定されています。続くエクステンションを期待いたします。 

◇ＵＧＰ（国際統一事業）について 

「ＨＩＶ／ＡＩＤＳの拡大を防ごう」は最終年を迎えました。 

次期からのＵＧＰは「ロールバックマラリア」になりました。続けて

のご協力をお願い致します。 

◇西日本区大会準備中 

広島クラブを中心に西中国部が準備中。最低７００人の参

加を期待して、１日でこなせるプログラムを作成。日程や費

用の工夫をして、みなさまの登録をお待ちしています。 

◇横浜国際大会 

海外での大会には参加しにくいけれど、国内で国際大会の

雰囲気を味わえる滅多にないチャンス、多くの登録を期待し

ています。登録状況を理事事務局から随時送りますので、

理事登録目標６００人を達成すべく、部としての対応を検討、

努力して頂きたいと思います。その為の盛り上げ行事として

部単位で「チャリティーゴルフコンペ」や「ボーリング大会」等を

企画し、ファンド作りにも貢献して頂きたいと思います。 

 

 

橋本連絡主事 

◇2010 年度の年間聖句 

「主を待ち望め 雄々しくあれ、心を強くせよ。」 
（詩編 27 編 14 節） 

◇第２７回タイ・ワークキャンプ開催！ 

３月１２日（金）～２５日（木）、タイ・ワークキャンプに各リー

ダー会からのリーダーを中心に９名が参加、無事帰国しまし

た。数年前からタイと神戸のユースだけではなく、アメリカ・シ

アトルＹＭＣＡおよびラオスからのユースを加え、多国籍のユ

ースによるワークとなっています。今年はタイでも問題となって

いる発達障がい児のための学習室建設が目的でした。 

このワークキャンプについては、ワイズメンズクラブ六甲部の各

クラブから、また国際協力募金から多大な支援がなされてい

て、改めて感謝申し上げます。このワークキャンプの報告が、

５月８日（土）の創立記念日礼拝の後に参加リーダーによっ

てなされますので、是非、ご参加ください。 

今後の予定   

◇平和を創り出すコンサート 

日 時： ４月１８日（日）午後６：００～８：００ 

場 所： うはらホール（神戸市立東灘区民ホール） 

出 演： 高石ともやさん・須磨ウエストバンド 

入場料： 大人 2,000 円、小学生以下 1,000 円 

◇創立記念日礼拝 

日 時： ５月８日（土）午後５：００～６：３０ 

場 所： 神戸ＹＭＣＡチャペル 

メッセージﾞ： 坂口順治さん（東京ＹＭＣＡ名誉会員、元立

教大学教授、元平安女学院大学学長） 

奨励題： ＹＭＣＡの歴史を支えてきたもの 

～ＹＭＣＡ運動史編集から見えたもの～ 

ユースプラザＫＯＢＥ・ＥＡＳＴのプログラムにつきましては 

橋本潤連絡主査にお問い合わせください。 

 

 

ＹＭＣＡニュース 
 
 
 
 
 

編集後記： ◇さくら前線北上中、今年は各地ともお花見

が長く楽しめたようです。◇理事キャビネットも西日本区大

会に向け最後の追込みに入っています。我がクラブからも大

挙して広島の地を訪れましょう。          桑野友子 

 

 

 


